
健康経営戦略マップ トリニティ株式会社 目標年：2030年度

※ プレゼンティーズムの点数：過去1〜2年の普段のパフォーマンスと比べて、直近4週間のパフォーマンスを10点満点で自己評価した点数（健康意識調査アンケート）

経営方針
MISSION デジタルライフを豊かにする

VISION 生活にちょっとの ＋（プラス）を

健康経営の推進方針 社員一人ひとりがいきいきと働ける環境をつくる

健康課題 健康投資

健康投資の効果 2030年

取組指標 行動・意識変容 最終目標 KGI 健康経営の目標

か
ら
だ
の
健
康

生活習慣病リスクの低減

健診ハイリスク者の低減

こ
こ
ろ
の
健
康

高ストレス者低減

コミュニケーションの活性化

職
場
環
境

有給休暇取得率向上

長時間労働低減

睡眠時間の確保・改善

デスクワーク症候群の改善

【管理体制強化】

健診ハイリスク者の

管理・サポート

リテラシーの醸成

【組織の活性化】

社内イベント実施による

コミュニケーション活性化

リテラシー醸成

【制度整備】

ノー残業デー活用

有給休暇取得推進

【環境整備】

朝ストレッチ実施

昇降デスクの活用

20-20-20 周知・実践

睡眠リテラシー醸成

定期健康診断

受診率 100%継続

定期健康診断受診による

体の不調の早期発見・早期治療

生活習慣病リスクの

有所見率（経過観察以上）

35 %以下

運動機会増進を目的とした

1日の平均歩数 8,000歩奨励

運動機会増進を目的とした

1日の平均歩数 改善

1日の平均歩数 8,000歩以上

対象者 75 %以上

衛生講話・eラーニングによる

健康リテラシー向上

（生活習慣病 / メンタルヘルス /

長時間労働などその他全般）

生活習慣病予防の指標となる

BMI 25 以上 対象者を低減

BMI 25 以上

対象者 22 %以下

セルフケア・ラインケアの

実践 / 1on1 での活用
高ストレス者

10 %未満
ストレスチェック

受検率 100 %継続

ストレスチェック受検による

心の不調の早期発見・早期対応

相談しやすい

環境・関係づくり

エンゲージメント向上

やりがいを得られている（大変＋やや）

回答者 90 %以上

社内イベント実施および

社内サークル活動奨励

当日連絡のお休み

2.0 日以下

有給休暇取得率向上による

ワークライフバランス適正化
有給休暇取得率改善

有給休暇取得率

70 %以上継続

所定労働時間の集計・共有による

長時間労働の抑制
長時間労働の低減

残業時間 25 時間以上

対象者 10 %未満

睡眠に関する情報発信
睡眠時間の確保・改善

睡眠トラブルの改善

睡眠時間 6.5 時間以上の割合

45 %以上

睡眠トラブル 60 %以下

昇降デスク利用の

定時呼びかけ
昇降デスク立位利用率向上

肩こり・腰痛・目の疲れ

50 %以下

20-20-20 の周知 20-20-20 の実施率向上

プレゼンティーズム

6点以下の回答者※

30%以下

アブセンティーズム

17%
改善

従業員の

パフォーマンス向上

欠勤による

業務への影響の

抑制と事業の

安定的継続

【状況把握・課題抽出】

各種サーベイ実施

データ分析・活用

健康経営の浸透状況 方針実現のための体制・環境
サポート・組織的支援（POS）・

WSC 等

・社長からのメッセージを社内外に

発信

・健康意識調査アンケート（年2回）

による施策の評価 → 取り組みが

「健康に役立っている」90%以上

・健康経営の認知率・理解度の測定

と評価

・経営層主導の推進体制

・産業医・保健師との連携

・産業医クラウドによる衛生講話・

eラーニング

・健康経営優良法人の認定

・社内ウォーキングイベント

・社内イベント・サークル活動奨励

・上司・同僚からの支援の測定と評

価（ストレスチェック集団分析）

・職場のつながりの測定と評価

健康風土の醸成


